
第 159 回
一般社団法人 日本脳神経外科学会 関東支部学術集会

会　期　:　2026年4月4日（土）

会　場　:　KFC Hall ＆ Rooms（国際ファッションセンタービル内）
　　　　　 〒130-0015　東京都墨田区横網1丁目6番1号
会　長　:　隈部 俊宏 （北里大学医学部脳神経外科）

所在地：〒130-0015 東京都墨田区横網1-6-1 国際ファッションセンタービル内
　　　　TEL：03-5610-5801

最寄駅：都営地下鉄大江戸線 両国駅（A1出口）徒歩０分 ／
　　　　JR 総武線 両国駅（東口・西口）徒歩約７分
◆東京駅から
　【都営大江戸線乗換え】
　都営大江戸線両国駅出口に直結しており、わかりやすく会場までお越し頂けます。（目安約25分）
　１．東京メトロ丸ノ内線で東京駅から、本郷三丁目駅へ。（４駅目）
　２．地上にて都営大江戸線に乗り換えて両国駅へ。（４駅目）
　３．両国駅の改札口は１つ、A1出口より徒歩０分で到着です。

　【JR 総武線乗換え】
　JR 両国駅から徒歩でのアクセスになりますが、地下鉄より少し早く会場へお越し頂けます。（目安約20分）
　１．JR 山手線で東京駅から秋葉原駅へ。（２駅目）
　２．JR 総武線に乗り換えて両国駅へ。（２駅目）
　３．両国駅東口より徒歩約６分で到着です。
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◆受付開始時間：8：15～

◆学会参加費：2,000円です。当日現地にご来場の際、会場受付にて現金でお支払ください。
　　　　　　　※クレジットカードでのお支払いはできません。

◆本会会員（専門医）には、「参加単位１単位」を付与します。 なお、非会員には付与されません。

◆演者の方へ
　・発表時間：発表５分  討論２分
　・発表形式：PCプロジェクター１面
　・�ご発表データはUSBメモリーまたはご自身のPCでお持ちください。動画をご使用の場合および
Macintoshをご使用の場合は、必ずご自身のPCをお持ちください。ご発表データはWindowsの
PowerPoint 2024で再生可能な形式として、ファイル名は「演題番号 お名前」としてください。

　・�プロジェクターとの接続はHDMIとなります。持込PCによっては専用の出力アダプターが必要となり
ますので、必ずご持参ください。

◆ランチョンセミナー　12：00～13：00
　昼食をご用意いたしておりますが、数に限りがありますことをご了承ください。

◆ランチョンセミナー1・2、アフタヌーンセミナー2・3
　脳神経外科領域講習対象セッションとなります。

◆支部理事会：16：00～17：00「Room 106」（10F）にて開催いたします。
　役員の先生方はご出席をよろしくお願いいたします。

◆安全講習、FD講習はございません。

一般社団法人日本脳神経外科学会ホームページ（https://jns-official.jp/meeting/branch/kt159）より、
プログラムと抄録集がダウンロードできます。
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脳神経外科診療領域講習のご案内
脳神経外科専門医の先生は、脳神経外科診療領域講習の単位取得が必要（５年間20単位）となります。
第159回一般社団法人日本脳神経外科学会関東支部学術集会では最大２単位の取得が可能です。以下
の講習が単位取得の対象となります。
当日は必ずIC カードをご持参ください。

ランチョンセミナー１
　『脳外科医が“様子見”では済まされなくなった認知症診療～レカネマブ治療のこれからの視点～』
ランチョンセミナー２
　『低悪性度神経膠腫の治療－IDH阻害剤への期待－』
アフタヌーンセミナー２
　『神経膠腫が疑われた症例に対するFACBC-PETの使用経験』
アフタヌーンセミナー３
　『W-EBデバイスの可能性～開頭から血管内へ～』
　『脳動脈瘤治療の再定義：W-EBが示した新たな“Closure Line”』

＜受付方法＞
（一社）日本脳神経外科学会会員カードを忘れずにご持参ください。対象のセッションの各会場前に
ある「領域講習受付」にて、脳神経外科学会会員カードを入退場時リーダーにかざし、入退場記録を
残してください。記録された先生の滞在時間により、領域講習の単位を付与します。
 
＜領域講習受付を忘れた場合＞
受付記録が滞在証明の全てになります。如何なる理由でも自己申告は受け付けておりません。
必ず１日２回の領域講習単位受付を忘れずにお願いします。
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KFC エントランス・EV

クローク

Private

理事会
Room106

A会場

Room10A

B会場

Room101～103

参加受付
PC受付

Room109

フロアマップ
【KFC Hall & Rooms】

１階フロア図

10階フロア図
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A会場
10F Room 10A

B会場
10F Room101~103
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第 159 回 一般社団法人 日本脳神経外科学会 関東支部学術集会
日　　程　　表

A1 MVD・機能
座長：久須美　真理

9:00～9:30

B1 脳腫瘍1
座長：永石　雅也

9:20～10:30

B2 小児
座長：室井　愛

10:40～11:10 

B3 脊髄脊椎疾患
座長：髙井　敬介

11:10～11:50 

A2 感染・炎症
座長：埴原　光人

9:30～10:00

A3 外傷
座長：本多　ゆみえ

10:00～10:30

A4 血管障害1
座長：長山　剛太

10:40～11:50

B4 血管障害2
座長：小泉　寛之

13:00～14:00

B5 脳腫瘍2
座長：角　光一郎

15:00～15:50

Room 106　　支部理事会

16:00～17:00

アフタヌーンセミナー1
グリオーマを『識る』：分子診断の過去・現在・未来

－TTFieldsの分子マーカも含めて－
座長：隈部　俊宏
演者：吉本　幸司

共催：ノボキュア株式会社

13:00～14:00

A5 血管障害3
座長：鷲見　賢司

15:00～15:50

8:55~9:00
開会挨拶

15:50~15:55
閉会挨拶

ランチョンセミナー1
脳外科医が"様子見"では済まされなくなった認知症診療

～レカネマブ治療のこれからの視点～
座長：齋藤　紀彦
演者：傳　和眞

共催：エーザイ株式会社

12:00～13:00 領域講習

アフタヌーンセミナー3
座長：諸藤　陽一

W-EBデバイスの可能性～開頭から血管内へ～
演者：石井　暁

脳動脈瘤治療の再定義：W-EBが示した新たな"Closure Line"
演者：小野寺　英孝

共催：テルモ株式会社

14:00～15:00 領域講習
アフタヌーンセミナー2

神経膠腫が疑われた症例に対するFACBC-PETの使用経験
座長：成田　善孝
演者：立石　健祐

共催：日本メジフィジックス株式会社

14:00～15:00 領域講習

ランチョンセミナー2
低悪性度神経膠腫の治療－IDH阻害剤への期待－

座長：隈部　俊宏
演者：園田　順彦

共催：日本セルヴィエ株式会社

12:00～13:00 領域講習
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A 会場

■開会あいさつ	 8：55～9：00

会長：隈部 俊宏 （北里大学医学部脳神経外科）

■A１：MVD・機能	 9：00～9：30

座長：久須美 真理 （北里大学メディカルセンター脳神経外科）

A1-01　MVD術後に飛行機登乗後に髄液漏を来した一例
東京大学医学部脳神経外科　　濵﨑 空

A1-02　Persistent primitive trigeminal artery variant（PPTAv）による三叉神経痛の一例
日本大学病院脳神経外科　　會田 有美

A1-03　難治性の顔面痛に対して外科的介入を行った Ecchordosis Physaliphora の１例
日本大学医学部脳神経外　　西堀 諒弥

A1-04　迷走神経周囲脂肪組織が VNS 術中高インピーダンスに関与した１例
横浜市立大学大学院医学研究科脳神経外科学　　守谷 一純

■A２：感染・炎症	 9：30～10：00

座長：埴原 光人 （山梨大学医学部脳神経外科）

A2-01　免疫抑制状態患者における Acrophialophora sp. の真菌性脳膿瘍の一例
川崎市立川崎病院脳神経外科　　杉本 理紗

A2-02　慢性被膜化脳内血腫に酷似した Enterococcus faecalis による脳出血後続発の１例
東京都立多摩総合医療センター脳神経外科　　岡部 宏樹

A2-03　反復する生検術により診断に至った原発性中枢神経系血管炎の１例	
東海大学医学部脳神経外科　　箕輪 亮祐

A2-04　脳生検が診断に有用であったアミロイドβ関連血管炎の１例	
東邦大学医療センター大橋病院脳神経外科　　木村 和雅

■A３：外傷	 10：00～10：30

座長：本多 ゆみえ （東海大学医学部脳神経外科）

A3-01　頭部外傷後に急性硬膜外血腫内の仮性動脈瘤と AV shunt を認め血管内治療が奏功した一例
慶應義塾大学医学部脳神経外科　　藤澤 昌司

A3-02　遠位後大脳動脈に発生した外傷性脳動脈瘤の一例
日本医科大学脳神経外科　　鶴谷 美紅
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A3-03　頭部外傷から2か月後に全盲に至った若年発症慢性硬膜下血腫の一例
千葉大学医学部脳神経外科　　土屋 菜月

A3-04　von Willebrand disease (vWD) を背景として非外傷性両側性急性硬膜外血腫を合併した一例
獨協医科大学埼玉医療ｾﾝﾀｰ脳神経外科　　松嵜 哲平

■A４：血管障害１	 10：40～11：50

座長：長山 剛太 （東京慈恵会医科大学附属病院脳神経外科）

A4-01　嚢状 infundibular dilatation 動脈瘤の画像診断
社会医療法人財団石心会 埼玉石心会病院脳神経外科　　都築 伸介

A4-02　出血源の同定に MRI vessel wall imaging が有用であった多発性脳動脈瘤の一
成田赤十字病院脳神経外科　　渡邊 智洋

A4-03　短期間で著明な増大を呈した小型未破裂中大脳動脈瘤の一例
国際医療福祉大学成田病院脳神経外科　　土井 崚介

A4-04　前大脳動脈遠位部多発脳動脈瘤にたいするクリッピング術の工夫
日本医科大学千葉北総病院脳神経外科　　團 裕之

A4-05　�未破裂部分血栓化動脈瘤に対する複数回の血管内治療後に破裂をきたし、Trans-Acom アプロー
チにより治療した１例

相模原協同病院脳卒中センター　　吉田 馨次朗

A4-06　多量の鼻出血で発症し診断に時間を要した内頚動脈仮性動脈瘤の１例
東京女子医科大学脳神経外科　　定塚 良甫

A4-07　頭蓋外内頸動脈瘤術後に過灌流症候群をきたした高齢者の１例
埼玉医科大学国際医療ｾﾝﾀｰ脳卒中外科　　八巻 雄介

A4-08　Double origin PICA の間に出現した ASA involve の椎骨動脈解離の一例
黒沢病院脳卒中センター　　塚越 瑛介

A4-09　椎骨動脈解離に対し脳動脈瘤用ステントを留置し奏功した一例
済生会横浜市東部病院脳神経外科　　吉田 大智

■ランチョンセミナー１　｜｜ 領域講習 ｜｜	 12：00～13：00

座長：　齋藤 紀彦 （東邦大学医療センター大橋病院 脳神経外科）

脳外科医が“様子見”では済まされなくなった認知症診療
～レカネマブ治療のこれからの視点～

西湘病院 脳神経外科　　傳 和眞

共催：エーザイ株式会社
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■アフタヌーンセミナー１	 13：00～14：00

座長：隈部 俊宏 （北里大学医学部脳神経外科）

グリオーマを『識る』：分子診断の過去・現在・未来
－TTFieldsの分子マーカも含めて－

九州大学医学部脳神経外科　　吉本 幸司

共催：ノボキュア株式会社

■アフタヌーンセミナー３　｜｜ 領域講習 ｜｜	 14：00～15：00

座長：諸藤 陽一 （昭和医科大学脳神経外科）

W-EB デバイスの可能性～開頭から血管内へ～　
順天堂大学医学部順天堂医院脳神経外科　　石井 暁

脳動脈瘤治療の再定義：W-EB が示した新たな “Closure Line”
横浜市立大学附属病院脳神経外科　　小野寺 英孝

共催：テルモ株式会社

■A5：血管障害３	 15：00～15：50

座長：鷲見 賢司 （昭和医科大学脳神経外科）

A5-01　TAFRO 症候群に合併した中大脳動脈閉塞に対し血行再建術を施行した１例
東京医科大学脳神経外科　　高梨 剣吾

A5-02　脳梗塞で発覚した全身で多発する血栓症の一例
日本医科大学多摩永山病院脳神経外科　　三輪 航介

A5-03　�閉塞静脈洞を迂回し Anterior Condylar Confluence 経由で塞栓し得た Isolated Transverse-
Sigmoid junction dAVF の一例

横浜栄共済病院脳卒中診療科・脳神経外科　　礒田 将徳

A5-04　塞栓術による完全閉塞後に晩期再発を認めた脳動静脈奇形4例の検討
NTT東日本関東病院脳神経外科　　野田 龍一

A5-05　脳脊髄液漏出症に合併した脳静脈血栓症の２例
東京女子医科大学附属足立医療センター脳神経外科　　青木 瑞樹

A5-06　反復する皮質下出血で発症した医原性脳アミロイドアンギオパチーの一例
獨協医科大学脳神経外科　　宇塚 岳夫

A5-07　内科治療に抵抗性の総頚動脈慢性完全閉塞に対して血管内治療を施行した１例
東邦大学医学部脳神経外科学講座 (大森)　　松崎 遼

■閉会あいさつ	 15：50～15：55

会長：隈部 俊宏 （北里大学医学部脳神経外科）
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■支部総会	 16：00～17：00

B会場 

■B1：脳腫瘍１	 9：20～10：30

座長：永石 雅也 （獨協医科大学埼玉医療センター脳神経外科）

B1-01　定位脳腫瘍生検における生検手法の検討
自治医科大学脳神経外科　　佐藤 信

B1-02　�視神経脊髄炎との鑑別に苦慮し、診断に生検術が有効であった Diffuse midline glioma, H3 K27-
altered の1例	

昭和医科大学医学部脳神経外科　　光樂 泰信

B1-03　てんかん発作の増悪を契機に発見された左前頭葉PLNTYの一例
杏林大学医学部脳神経外科　　佐藤 遼太

B1-04　偶発的に発見された Polymorphous low-grade neuroepithelial tumor of the young の一例
国立がん研究ｾﾝﾀｰ中央病院脳脊髄腫瘍科　　齋藤 孝司

B1-05　神経内視鏡的に摘出した papillary glioneuronal tumor の一例
防衛医科大学校脳神経外科　　松野 聡夏

B1-06　摘出アプローチに検討を要した側頭葉内側の Oligodendroglioma の１例
筑波大学医学医療系脳神経外科　　金光 晴香

B1-07　Diffuse primary leptomeningeal glioblastoma の２例
順天堂大学医学部附属浦安病院脳神経外科　　鄭 勢ひ

B1-08　�術前３Dシミュレーションに基づく集学的治療戦略により安全な摘出が可能であった巨大側脳室三
角部髄膜腫の１例

帝京大学医学部脳神経外科　　地曵 瑶平

B1-09　骨浸潤を伴う頭蓋骨腫瘍に対してカスタムメイド人工骨を用いて一期的に手術を施行した３例
昭和医科大学横浜市北部病院脳神経外科　　中村 彰宏

■B2：小児	 10：40～11：10

座長：室井 愛 （筑波大学医学医療系脳神経外科）

B2-01　出生直後に破裂した terminal myelocystocele の一例
順天堂大学医学部脳神経外科　　赤崎 安俊

B2-02　脊髄髄膜瘤に伴う水頭症 VP シャント術後長期経過中に発症した孤立性第四脳室の１例
東京慈恵会医科大学脳神経外科　　成田 啓暉
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B2-03　重症肥満を背景として発症した脊髄脂肪腫の一例
東邦大学医学部脳神経外科学講座 (大森)　　渡久山 大生

B2-04	 術後58年の超遠隔期に再発を来した sinus pericranii の一例	
東京科学大学脳神経外科　　西田 信宏

■B3：脊髄脊椎疾患	 11：10～11：50

座長：髙井 敬介（東京都立神経病院脳神経外科）

B3-01　アラクノイドウェブによる脊髄性間欠性跛行の１例
山梨大学医学部脳神経外科　　舘岡 達

B3-02　環椎後頭骨癒合と歯突起骨に合併した偽腫瘍の１例
横浜栄共済病院脳卒中診療科・脳神経外科　　小山田 雄一

B3-03　正中型胸椎石灰化椎間板ヘルニアに対する後方経硬膜的摘出術
　　　  ：２症例の手術経験

聖マリアンナ医科大学脳神経外科　　田中 泰弘

B3-04　DuraGen&#174; によるパッチ修復術を施行した胸椎脊髄硬膜ヘルニの１例
厚木市立病院脳神経外科　　牧野 英彬

B3-05	 くも膜下出血後の続発性水頭症に Mimick された胸髄悪性末梢神経鞘腫の１例
自治医科大学付属さいたま医療センター脳神経外科　　片山 優翔

■ランチョンセミナー２　｜｜ 領域講習 ｜｜	 12：00～13：00

座長：隈部 俊宏 （北里大学医学部脳神経外科）

低悪性度神経膠腫の治療－IDH阻害剤への期待－
山形大学医学部脳神経外科　　園田 順彦

共催：日本セルヴィエ株式会社

■B4：血管障害２	 13：00～14：00

座長：小泉 寛之 （北里大学医学部脳神経外科）

B4-01　舌骨が視野の妨げになると予想された内頸動脈狭窄症に対する頸動脈内膜剥離術（CEA）の２例
埼玉県立循環器・呼吸器病センター脳神経センター　　佐藤 政哉

B4-02　頸動脈内膜剥離術周術期に内頚動脈急性閉塞をきたした２例の検討
北里大学メディカルセンター脳神経外科　　百武 佑理

B4-03　頸動脈内膜剥離術後に生じた First Bite Syndrome の１例
昭和医科大学医学部脳神経外科　　櫻井 亮太

B4-04　頚動脈内膜剥離術に先行した low flow bypass による過灌流症候群予防
昭和医科大学江東豊洲病院脳神経外科　　高野 駿
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B4-05　内頚動脈偽閉塞に対して staged angioplasty が有用だった１例
北里大学医学部脳神経外科　　半田 肇

B4-06　総頚動脈狭窄症に対して頚動脈ステント留置後に脳血管攣縮をきたした１例	
済生会横浜市南部病院脳神経外科　　三浦 あずみ

B4-07　�塞栓性脳梗塞で発症し、血栓回収術を施行したのち内頸動脈内膜剥離術を施行した carotid web
の１例．

日本赤十字社医療センター脳神経外科　　河合 嘉亮

B4-08　右鎖骨下動脈起始異常を有する脳底動脈閉塞症に対して機械的血栓回収療法で再開通を得た一例
埼玉医科大学国際医療センター脳神経外科　　畔上 空也

■アフタヌーンセミナー２　｜｜ 領域講習 ｜｜	 14：00～15：00

座長：成田 善孝 （国立がんセンター中央病院　脳脊髄腫瘍科長）

神経膠腫が疑われた症例に対する FACBC-PET の使用経験
横浜市立大学大学院医学研究科 脳神経外科学　　立石 健祐

共催：日本メジフィジックス株式会社

■B5：脳腫瘍２	 15：00～15：50

座長：角 光一郎 （日本大学医学部附属板橋病院脳神経外科）

B5-01　極めて希少な画像所見 "Bloomy rind sign" が診断の鍵となった肺腺癌脳転移の１例
埼玉医科大学総合医療センター脳神経外科　　鈴木 比奈子

B5-02　定位放射線治療と間欠的嚢胞穿刺吸引を併用した嚢胞主体の転移性脳腫瘍の一例
土浦協同病院脳神経外科　　安井 万由

B5-03　眼窩から頭蓋内に浸潤し、頭蓋内出血で発症した悪性黒色腫の１例
さいたま市民医療センター脳神経外科　　小杉 奈津実

B5-04　ダウン症と類もやもや病を合併した胚腫の一例
群馬大学医学部脳神経外科　　酒本 海帆

B5-05　Rosai-Dorfman 病との鑑別に難渋した小児テント上脳実質外上衣腫の一例
東京都立小児総合医療センター脳神経外科　　後藤 赳志

B5-06　Sylvian fissure に発生した ruptured dermoid cyst の１例
横浜医療センター脳神経外科　　末永 麟太郎

B5-07　高齢者の左前頭葉円蓋部に発生した類皮腫の１例
関東労災病院脳神経外科　　難波 恵




